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公開シンポジウム「冤罪は，なぜ起きるのか」
　明治・大正・昭和にわたって弁護士として法曹界に多くの足跡を残した本学元総長の今
村力三郎先生は，著名な刑事裁判の弁護を通して人権擁護に努めてきました。私たちは，
その精神を受け継ぎ，わが国の刑事司法の問題点を検討すべく，人権侵害の最たるもの一
つである冤罪事件をテーマにすえた公開シンポジウムを2006（平成18）年９月16日に神田
校舎にて開催いたしました。
　当日は，石村修室員（本学法科大学院教授）の司会により，まず「狭山事件再審を求め
る市民の会代表」などを務める庭山英雄本学元教授による基調講演「冤罪と陪審」から始
められました。
　庭山元教授は，日本の中央集権的官僚
制度のもとでの起訴から裁判という流れ
を見たときの問題点として，自白中心主
義と代用監獄制度，別件逮捕による勾留，
警察・検察のつくった調書が裁判を支配
するという構造，中央集権的官僚的裁判
官制度などが冤罪・誤判の温床になって
いるとし，欧米の陪審制・参審制につい
て紹介された後，日本の司法制度改革の現状についてお話いただきました。
　作家の伊佐千尋氏には，島田事件につ
いてご報告いただきました。伊佐氏は，
島田事件にも今までの冤罪事件と共通の
構造 ──見込み捜査，別件逮捕，自白の
強要，自白の信用性・任意性について裁
判所が判断を誤ったこと，裁判所が鑑定
人の権威に盲従する誤りを犯したこと
── があるとして，もし裁判官が一般の
人と同じ立場に立って被告人の訴えを判断していれば島田事件その他の冤罪事件は防げた
だろうと述べられ，庭山元教授とは違った視点から，国民の実質的な司法参加の重要性を
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訴えられました。
　矢澤室長には，藤本事件についてご報
告いただきました。証拠のねつ造，拷問，
証拠の隠蔽，目撃者・共犯者のでっち上
げ，方法は何でもよく，裁判官が正当化
する方法であれば冤罪はつくれるという
のが我が国の冤罪の構図であると考えて
いると述べられ，司法にたずさわる者だ
けでなく国民全員が裁判がどのように行
われているかについてチェックをすることの重要性を指摘されました。
　当初の予定では，狭山事件の石川一
雄ご夫妻に参加していただく予定でし
たが，やむをえない事情がありご欠席
となったため，狭山事件に関するビデ
オを放映し，その後に無実を訴え続け
る石川一雄氏のメッセージを紹介いた
しました。
　「袴田巌さんの再審を求める会」事務
局長の鈴木武秀氏には，袴田事件についてご報告いただきました。袴田さんを犯人に陥れ
た要因の１つとして，マスコミの責任について言及され，再審運動を盛り上げる前にマス
コミと権力とが冤罪者を犯人に陥れるという構図ができてしまっていると指摘されました。
　国家権力によって罪なき者が有罪とさ
れる冤罪事件をなくすためには，私たち
がきちんと裁判をチェックし，冤罪を招
く構造的問題を国民一人ひとりが正しく
理解する必要性があるのではないでしょ
うか。
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